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研究の概要 

乾政宮の復原的研究 

−ユネスコ世界遺産・フエの歴史的建造物群の保全計画− 
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ユネスコ世界遺産「フエの建造物群」（1993 年登録）に対する適切な修復・保存方法の確
立と失われた阮朝・乾成宮に対するヴィエトナム政府主導による再建計画事業に資する学
術情報の収集をヴィエトナム文化情報省およびトゥアティエン・フエ県人民委員会，同県
立フエ遺跡保存センターの要請，協力支援を得て，国際協力の枠組みの下で行った． 
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１．研究開始当初の背景・動機 
 阮朝・乾成宮はその正門である大宮門と
勤政殿・乾成殿など紫禁城内の主要な宮殿
建築群によって構成され，伝統的な配置計
画の規範を踏襲して南北主軸線上に置かれ
ている．王宮の中で最も重要な宮域であっ
たために，20 世紀初頭の植民地期のフラ
ンス人研究者が調査許可を得られず，更に
はヴィエトナム戦争の渦中に焼失してしま
った経緯により，これまで実測値などの一
次資料が圧倒的に不足していた場所でもあ
る．本研究に至るまで平成 6 年度から開始
した科研費による継続研究の結果，各々の
基壇上の柱配置などの実測と床面の装飾タ
イル等の痕跡調査が行われ，復原考察を開
始する上で基盤となる平面情報が概ね収
集・整理された状況にあった． 
 
２．研究の目的 
 上記の成果を格段に前進させるため，基
礎研究 8 項目，応用研究 5 項目の遂行を目
的とし，上位目標として以下の 2 点を設定
した． 
(1)大宮門と勤政殿によって構成される区
域（勤政殿区域）の発掘調査を行い，基壇
の構造と耐久性を解明する．当該区域は，
史料により阮朝期に宮殿の移築など大幅な
改変が加えられたことが判明しており，発
掘調査の遂行により阮朝初期の造営計画を
実証的に知り得る可能性が高い． 
(2)勤政殿区域の復原模型を制作する．阮朝
前・後期に区分し，当該区域の変遷を模型
制作を通じて考察する．部分模型を別途制
作し，接合部の復原など架構の技法に関す

る考察と細部意匠の復原が試みられる． 
３．研究の方法 
○再建計画を支える基礎研究項目 
(1)フエの建造物群の基礎資料集成の作成 
(2)細部意匠の悉皆調査とデータベース 
(3)阮朝・史料の収集および読解・整理 
(4)伝統技術保持者に対する聞き取り調査 
(5)日本・韓国・中国の都城と宮殿建築との
比較調査 
(6)先行事例研究 
(7)歴史的都市の保存・再生計画に関する調
査 
(8)文化財保護行政，技術移転，国際協力に
関する調査 
○乾成宮復原に関する応用研究項目 
(1)基壇発掘調査計画の策定 
(2)復原設計研究 
(3)材料・施工技術調査 
(4)環境復原調査 
(5)マスタープラン 
 
４．研究の主な成果 
 以下，学術的に特に重要な進展のあった
４点について概要を報告する． 
(1)乾成宮・勤政殿復原研究 
 現在は基壇のみが残される乾成宮の復原
的研究は当該研究の中心的課題である．光
波測距儀，GPS 測量器を使用し実測調査
を詳細に行い，乾成宮全体の配置図作成と
現状把握を行った．中でもヴィエトナム国
側の要請の強い勤政殿の復原へ向け，詳細
な現況実測図を作成し，併せて漢籍資料，
仏文資料等を参照し，過去の改変履歴を考
察した．啓定期に撮影された白黒写真等を



利用した寸法値の割り出し，試験的な勤政
殿の 3DCG モデルの制作も行った． 
(2)宮殿建築の設計方法・構造特性分析：太
廟区隆徳殿解体調査 
 太廟区隆徳殿の解体修理工事に参加し，
勤政殿の失われた上部架構の復原設計に向
けた比較情報の収集に努めた．平面図，立
面図，断面図の基本図面および礎石レベル，
柱の傾斜・内転び，隅伸び，基壇の反り，
軒反り等の修理設計の基礎となる情報を収
集，常時微動測定，材料試験，1/1 接合部
模型を使用した強度実験，実物構造試験等
を行い，フエの宮殿建築の構造特性を分析
した． 
(3)伝統的技術保持者への聞き取り調査 
 フエにおいては宮殿建築と伝統家屋の架
構形式は，規模を除けば非常に酷似してお
り，その設計方法に密接な関係性があるこ
とが伺える．そこで現地の伝統的技術保持
者（大工）に伝統家屋の模型制作を依頼し，
その制作に並行して聞き取りを行うことで，
伝統家屋における設計技術を解明すること
を目指している．宮殿建築の設計を生業と
する専門の技術者や日本の木割書，規矩術
書に代表される建築技術書の類が未発見で
ある状況の中，まずは伝統家屋の設計方法
について知見を得て，それに基づいて宮殿
建築の設計方法を復原的に考察した． 
(4) 歴史的都市の保存・再生計画に関する
調査 
 都市計画的観点から文化遺産を擁する都
市であるフエの伝統的環境の保存と活用に
関する指針の策定を目指した．ヴィエトナ
ムの都市行政担当者やその他専門家を交え
た場で都市像の設定や都市計画手法の提案
を行った．旧市街における住環境，歴代皇
帝陵の周辺環境，歴史的環境周辺の居住者
の再定住計画等を中心にフィールドサーベ
イを継続的に進めたほか，遺跡保存と都市
デザインに関するワークショップを行った．
一連の活動の成果は現地行政側の高官レベ
ルには浸透しつつあり，当該組織が断続的
に配布した報告書はに活用されている． 
 
５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト 

本研究は，ユネスコ世界遺産の保全に資す
る学術情報の提供を可能とするための 12 
年間に渡る当該研究組織の研究活動の蓄積
を踏まえて行われた．研究結果の一部は，
阮朝王宮の宮殿建築の再建事業に資する学
術情報を含んでおり，我が国の対東南アジ
ア・国際協力活動の観点からの技術協力と
して，ヴィエトナム側にとって重要な価値
を持っている．至近の平成 18 年 10 月の
ヴィエトナム政府・グエン・タン・ズン首
相訪日の際には，対象文化遺産を管轄する
同国トゥアティエン- フエ県知事が首相訪

日の一団に加わり，勤政殿の再建事業を日
越文化交流事業の枠組みが成立しつつある． 
 当該研究活動は，我が国の平城京の整備
計画や沖縄・首里城のそれに先行事例を求
めることができ，阮朝が整えた紫禁城内の
中央を占める乾成宮内の正殿である勤政殿
も，時代の差異はあるものの平城宮・大極
殿にその建築規模と構法の類似を求めるこ
とができ，大極殿が 2010 年に奈良遷都
1300 年を記念して再建されることを念頭
に置けば，我が国の文化行政における大極
殿再建の意味合いと同等の社会的インパク
トをヴィエトナム社会に与えることは確実
であり，そのような事業に我が国からの国
際協力が重要な役割を果たすという社会的
意義も認められよう． 
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